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１．はじめに 

 我々は，音楽未経験者でも身体動作入力を用

いて即興合奏を楽しめるシステムを実装してい

る．先行研究[1] では，背景楽曲に対して不協

和にならないメロディを演奏することで，背景

楽曲を伴奏とした合奏を行う「メロディ演奏シ

ステム」と，背景楽曲の伴奏音の高さと伴奏パ

ターンを操作する「伴奏演奏システム」が実装

された．この「伴奏演奏システム」において，

既存のシステムでは，伴奏として演奏するコー

ド進行をあらかじめソースコード内で記述して

おかなければならないという問題点がある．ま

た，ベースやドラム等のリズム隊を担う楽器を

演奏するシステムがないため，合奏される曲に

物足りなさを感じてしまう．本稿では，音楽未

経験者でもコード進行やリズムパターンをデザ

インできるような，感性語に基づく手法を提案

する． 

２．課題・アプローチ 

 具体的には，ユーザが指定する感性語に基づ

いて，伴奏として演奏するコード進行やリズム

隊の展開をデザイン可能にする．感性語とは，

「明るい」や「穏やか」等といった，人が外界

の事象等から引き起こされる感情に対応して想

起される形容詞，形容動詞のことである． 

２.１．感性語の指定による「伴奏演奏システム」

の改良 

 既存の「伴奏演奏システム」では，伴奏とし

て演奏するコード進行をあらかじめソースコー

ド内で記述しておかなければならない．ユーザ

が自身の思い通りに伴奏を演奏できることが望

ましいが，音楽未経験者が自由にコード進行を

展開することは非常に困難である．そこで，演

奏前や演奏中に，自身が演奏したい曲のイメー

ジに適した感性語を指定することで，その感性

語のイメージに適したコード進行を自動生成し，

伴奏として展開を行うことが出来るシステムを

提案，試作する． 

２.２．感性語の指定によるリズム隊の演奏 

 既存のシステムには，リズム隊を担う楽器

（ベース，ドラム等）を演奏するシステムがな

いため，合奏される曲に物足りなさを感じてし

まう．しかしながら，ベースやドラムの演奏は

複雑であるため，身体動作入力による演奏が困

難である．そこで，演奏前や演奏中に，自身が

演奏したい曲のイメージに適した感性語を指定

することで，それに合わせたリズムパターンを

デザインする手法を提案する． 

感性語に関して，感性語の階層化に関する文

献[2]や, へヴナーの感情表現円環[3]を参考に

選定した．選定した感性語を以下の表にまとめ

る． 

 

表 1 : 選定した感性語 

演奏前 演奏中 演奏前 演奏中

明るい/暗い 〇 〇 〇

激しい 〇 〇

穏やか 〇 〇

優雅な 〇

安定/不安定 〇 〇

切ない 〇

爽やか 〇

力強い 〇 〇

威厳ある 〇 〇

情熱的な 〇 〇

不思議な 〇

派手な/地味な 〇 〇

コード進行 リズム隊
感性語

 
 

３．実験計画 

本稿では，感性語の指定による「伴奏演奏シ

ステム」の改良について着手する．感性語を入

力することでそれに適したコード進行を出力す

る生成モデルの作成を提案する． 

 具体的には，以下のような実験を行う． 
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３．１．感性語のタグ付け 

 コード進行のパターンに感性語をタグ付けす

る必要がある．タグ付けに関して，用意したコ

ード進行のデータセットに対して適していると

思われる感性語を選択してもらうアンケートを

行う手法と，音楽経験者に各感性語からイメー

ジされる四小節のコード進行を作成してもらう

手法を提案する． 

 本稿ではアンケートを行う手法に着手した． 

３．２．コード進行に対するアンケート 

 コード進行のデータセットに関して，AIST 

Annotation for The RWC Music Database[4]に

含まれる，Popular Music Databaseのコード進

行のアノテーションデータから，頻出する四小

節のコード進行のパターンを抽出したものを使

用する．各音源に対して，適していると思われ

る感性語を選択してもらう． 

 以下にアンケート結果の一部を示す． 

 

表 2 : コード進行パターン 1のアンケート結果  

感性語 割合(%) 感性語 割合(%)

明るい 14.3 切ない 0

暗い 2.9 爽やか 0

穏やか 34.3 力強い 8.6

優雅な 11.4 威厳ある 0

安定 25.7 情熱的な 2.9

不安定 0 不思議な 0  
 

３．３．コード進行パターン生成 

 アンケート結果とコードの遷移確率を元に感

性語の列からコード進行パターンを選定した．

また，それらをトレーニングデータとし，

Seq2Seq等を用いて感性語とコード進行パターン

をペアで学習させ，感性語の列を入力すること

でそれに適したコード進行パターンを出力する

モデルを作成する予定である．その際，コード

進行パターンは Chord2Vec[5]や PFG Tonnetz[6] 

を用いてベクトル表現に変換して学習させる． 

４．モックアップ 

 想定しているシステムのモックアップ図を以

下に示す．モックアップ図 A,Bのように，演奏

したい伴奏のイメージに適した感性語を選択す

ることで，コード進行パターンを提案する．コ

ード進行パターンを選択し，”演奏”のボタンを

押すことでそのコード進行パターンを用いた伴

奏演奏システムを起動する． 

 
図 1: モックアップ図 A 

 
図 2: モックアップ図 B 

５．まとめと今後の展望 

 本稿では，身体動作入力を用いた即興合奏に

おける「伴奏演奏システム」において，ユーザ

が演奏したい曲のイメージに適した感性語の指

定をすることでコード進行を自動生成し，伴奏

として展開を行うことが出来るようにシステム

を改良する手法を提案した．アンケート結果を

もとにコード進行パターンを選定した．また，

選定したコード進行パターンからトレーニング

データを作成し，Seq2Seq 等を用いて感性語の列

を入力することで適したコード進行パターンを

出力するモデルを作成する予定である．選定し

たコード進行パターンが適しているかどうか，

作成するモデルに入力した感性語に対して適し

たコード進行パターンが出力されているかどう

かを検証する被験者実験を行う予定である． 
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